
令和 6年度 全体会 R7.3.12 

居宅・移動支援部会 

部会設置の

目的 

居宅・移動支援事業所同士が連携をはかることにより障害のある方の地域での生活を充実させる 

✻事業所を超えてサービス提供責任者やヘルパーが連携し、様々なニーズに対応できる支援を目指す 

✻関係づくり…事業所間での横のつながりをつくる・強める、支援ノウハウの共有 

✻地域への発信 

今年度の 

開催状況 

✻幹事会…①5/31、②7/23、③9/30、④11/26、⑤12/24、⑥2/25 

✻部会…12/4 

今年度の 

課題認識・

取組の意図 

①利用者・その親の高齢化に伴い、認知症の知識および対応が必要となってきている 

②ヘルパーの担い手不足の解消 

今年度の 

取組内容 

課題認識① 利用者や、その親の高齢化に伴い、認知症の知識および対応が必要となってきている 

☞どんな取組をした？ 

✓第１回部会「認知症について基本から知ろう！」を開催（12/4） 

・33 名参加 

・講義「みんなで学ぶ認知症」（東山田地域ケアプラザ 堂前所長） 

・認知症サポーター養成講座（キャラバンメイト）も兼ね、受講者はサポーター証明であるバッジをゲット！ 

…サービス提供責任者だけでなくヘルパーも対象としてヘルパー間の情報共有の場とした 

 

課題認識② ヘルパー不足の解消 

☞どんな取組をした？ 

✓引き続き、ガイドヘルパー普及啓発を行った 

✓「ガイドヘルプ応援ストラップ」・チラシを社協・区役所・くさぶえにて配布（継続） 

✓「ガイドヘルプ応援クリアファイル」を「まるっとプロジェクト出前講座」等にて配布 

✓都筑区民まつりに参加し、チラシとティッシュの配布および希望者にストラップを配布 

✓地域ケアプラザコーディネーター連絡会にて再周知およびケアプラザの個別訪問を実施 

✓YouTube チャンネル「つづプロ～都筑区障害者ヘルパー応援プロジェクト～」更新中 

✓都筑区自立支援協議会ホームページにて、「ガイヘル応援ページ」更新中 

今年度の 

成果と課題 

成果 

○認知症研修を開催したことで、認知症への理解が深まり、加えて認知症キャラバンメイトとなった 

○地域（民児協、地区社協、お祭り等）での普及啓発の機会を多くもつことができた 

○「応援ストラップ」を障害福祉関係者だけではなく、区民の方にも広く付けていただけた 

○「応援クリアファイル」を研修等で広く配布することができた 

地域課題 
●ヘルパーの担い手不足 

●業務の性質上、協働活動が少ない ⇒日々の業務の点検ができているか？ 

部会運営

の課題 

●幹事がガイドヘルパー普及啓発のほとんどを実施している 

●部会だけでのガイドヘルパー普及啓発が限界 

●業務過多により部会参加者数が少ない 

他の部会に

聞きたい事／

共通課題 

●ヘルパーの担い手不足 

…普及啓発の取り組みを「つづきまるっとプロジェクト」と協働できると良い、その他部会からアイデアをいただきたい 

●多角的な知識・技術が学べるヘルパー研修を実施する 

今後の取組 
☆サービス提供責任者およびヘルパーのメンタルヘルス、スキルアップ、横のつながりの強化 

☆引き続き、ガイドヘルパー普及啓発 

 


